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地域の人口・世帯数

〜 秋の火災予防運動 〜
　11月９日より秋の火災予防運動が始まります。
当消防本部では各自治体のイベント等に参加し、地域の
防災意識向上の啓蒙活動を行っております。
　普及啓発の一環としてまほろば夏祭りに参加しました。

人　口 世帯数
富谷市 52,356 20,637
大和町 27,860 12,513
大郷町 7,525 2,960
大衡村 5,458 2,065
計 93,199 38,175

令和 6年 9月30日現在



議 会 報 告
❖ 令和６年第３回臨時会（令和６年７月２日） ❖

❖ 令和６年第４回臨時会（令和６年８月21日） ❖

❖ 令和６年第５回定例会（令和６年10月８日） ❖

議案第14号 　災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車の取得について

議案第15号 　指揮車の取得について
【全ての議案が可決されました】

議案第16号 　損害賠償の額を定め、和解することについて
【議案が可決されました】

議案第17号 　令和６年度黒川地域行政事務組合一般会計補正予算（第１号）
認定第１号 　令和５年度黒川地域行政事務組合一般会計歳入歳出決算の認定について
認定第２号 　�令和５年度黒川地域行政事務組合介護認定審査会特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第３号 　�令和５年度黒川地域行政事務組合障害支援区分認定審査会特別会計歳入歳出決算の認定

について
認定第４号 　令和５年度黒川地域行政事務組合病院事業会計決算の認定について
認定第５号 　�令和５年度黒川地域行政事務組合訪問看護ステーション事業会計決算の認定について
報告第１号 　�令和５年度黒川地域行政事務組合公営企業会計に係る資金不足比率の報告について

【全ての議案が可決認定されました】
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令和５年度 決算報告

歳入説明
分担金及び
負 担 金 組合を構成する市町村からの負担金

使用料及び
手 数 料

黒川浄斎場の使用料、し尿及び浄化槽汚泥
処分手数料、消防法に規定する危険物の許
認可に係る手数料等

国庫支出金 緊急消防援助隊設備整備に対する補助金等

県 支 出 金 県から移譲された事務に対する交付金

財 産 収 入 車両売却による財産売払収入等

繰 入 金 財政調整基金からの繰入金

繰 越 金 前年度の会計で収入から支出を差引いた本
年度会計の繰越金

組 合 債 公共施設整備等のための借入金

諸 収 入 上記以外の収入

歳出説明
議　会　費 議会の開催

総 務 費 人件費、事務所庁舎等の管理、広報誌の発行、
監査等

民 生 費 老人ホーム入所判定委員会の運営

衛 生 費
黒川浄斎場（火葬場）、環境衛生センター（し尿
処理）、環境管理センター（ごみ処理）、一般廃
棄物最終処分場の施設整備等

消 防 費 火災、救急の出場、火災予防業務、救急救命等

公 債 費 地方債の元利償還

市町村負担金（各種会計合計）
　当組合は、構成市町村（富谷市、大和町、
大郷町、大衡村）の事務を共同処理しており、
構成市町村からの負担金が主な財源です。

　歳入歳出差引残額は5,354万９千円で、そのうち翌年度への繰り越すべき財源は500万
８千円、実質収支額は4,854万１千円となり、2,500万円を財政調整基金に積み立てまし
た。

　令和６年第５回議会定例会で、令和５年度の黒川地域行政事務組合一般会計、介護認定審査
会特別会計、障害支援区分認定審査会特別会計、病院事業会計及び訪問看護ステーション事業
会計の決算が認定されました。

一般
会計

分担金及び負担金
21億7,719万8千円

（84.8%）

国庫支出金
656万2千円（0.2%）

繰入金
2,355万6千円

（0.9%）

使用料及び手数料
1,691万6千円

（0.7％）

前年度比▲２億４，９４５万１千円
伸び率▲８．９％

歳入総額
２５億６，７３７万３千円

組合債
1億5,360万円

（6.0%）

繰越金 1億1,271万1千円（4.4%）

財産収入
311万6千円（0.1％）

県支出金
6万4千円（0.1％未満）

諸収入 7,365万円（2.9%）

衛生費
6億4,819万
3千円

（25.8%）

消防費
14億6,441万6千円

（58.2%）

公債費
1億7,485万8千円

（7.0%）

議会費 237万円（0.1%）
総務費 2億2,394万4千円
　　　　 （8.9%）

民生費
 4万3千円

（0.1%未満）

前年度比▲１億３，９２８万９千円
伸び率▲５．３％

歳出総額
２５億１，３８２万４千円

715,255千円715,255千円

419,803千円419,803千円

388,858千円

1,113,547千円
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介護認定審査会特別会計障害支援区分認定審査会特別会計
　介護保険法に基づき、要支援、要介護について
の二次判定をするための審査会を開催しました。

※介護認定審査会特別会計・障害支援区分認定審査会特別会計における、歳入歳出差引残高は、翌年度へ繰越しました。

　患　者　数（令和５年４月１日～令和６年３月31日）　� （単位：人）

診療科
一　　　般　　　病　　　棟

内　科 小児科 外　科 整形外科 産婦人科 眼　科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 皮膚科 合　計
入院 延 31,473 0 1,523 10,102 2 0 0 57 0 43,157
外来 延 29,653 2,225 6,905 4,518 1,611 1,492 1,325 4,342 1,392 53,463

　障害者総合支援法に基づき、障害支援区分を判
定するための審査会を開催しました。

病 院 事 業 会 計訪問看護ステーション事業会計
　公益社団法人地域医療振興協会に管理運営を委
ねて19年を経過する中、指定管理者においては、
医師体制の充実を始め、介護事業、保健予防事業
など着実に地域医療の充実に努めています。

（単位：千円）
区　　分 収　入 支　出 差　引 摘　要

病 院 事 業
会 計

収益的収支 203,062 364,902 ▲161,840 病院の経営状況
（医　業） （10,000） （341,451） （▲331,451） 医業サービス提供による収支
（医業外） （192,299） （23,451） （168,848） 医業サービス以外の収支

（特別損益） （763） （0） （763） 経営に伴わない臨時の損益
資本的収支 389,384 389,382 2 病院施設、設備の整備

訪 問 看 護
ステーション
事 業 会 計

収益的収支 1 0 1 訪問看護ステーションの経営状況
（事　業） （0） （0） （0） 訪問看護サービス提供による収支
（事業外） （1） （0） （1） 訪問看護サービス以外の収支

　病院事業と同様、公益社団法人地域医療振興協
会に管理運営を委ねています。
　在宅で生活を保持できるように、個々の利用者
のニーズに応じた訪問看護サービス事業を提供し
ました。

公立黒川病院の経営状況“資金不足なし”
　令和５年度公営企業会計資金不足比率について

　令和５年度決算に基づき算定された公営企業会計は、病院事業会計、訪問看護ステーション
事業会計とも資金不足額がなく、資金不足比率は算出されておりません。

　� （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

病 院 事 業 会 計 − （20.0）

訪問看護ステーション
事 業 会 計 − （20.0）

※　資金不足比率とは、各公営企業会計の事業の規模に対する
資金不足額の比率を示すものです。

※　資金不足額がない場合は「―」と標記しています。
※　経営健全化基準とは、資金不足比率がどのような状況にあ
るのかを判断する基準として設けられているものです。資
金不足比率が経営健全化基準を超えた場合、経営健全化計
画を策定しなければなりません。

歳 入 121万7千円
歳 出 109万6千円
差 引 12万1千円
開 催 回 数 12回
審 査 件 数 170件

歳 入 1,306万9千円
歳 出 1,212万8千円
差 引 94万1千円
開 催 回 数 105回
審 査 件 数 4,170件
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令和５年度の主な事業

新消防庁舎実施設計業務委託

救助工作車更新

粗大ごみ処理施設火災対策工事

し尿処理施設整備基本計画

高規格救急車更新

火災・救助資機材更新

医療機器更新

　計画する消防庁舎整備事業について、整備基本計画等
を基に整合性のある実施設計を進め工事開始に向けて円
滑な事業進捗が図られました。

　交通救助、建物救助、山岳救助などあらゆる救助現場
に対応できるように、救助資機材を約200種類装備する
救助工作車を更新しました。

　令和５年５月に発生したリチウムイオン電池が原因と
思われる火災事故を受け、貯留装置に熱検知器や散水設
備の強化等の火災対策工事を実施しました。

　環境衛生センター（し尿処理施設）は、建設から40年以上が経過し、老朽化が進んでいることから、汚泥再生処
理センターへの更新整備に向けて、施設整備基本計画策定業務及びPFI等導入可能性調査業務委託などを行い準備
を進めております。

　傷病者を医療機関に搬送する間、救急救命士が救命処
置をできるように、各種救急医療機器等を装備する消防
用の高規格救急車を更新しました。

　あらゆる災害現場に対応するため、空気呼吸器（写真）
やコンビツールなどの資機材を更新し、消防力や災害対
応力の強化を図りました。

　安定した診療を確保するため、Ｘ線撮影装置（写真）
をはじめ医療機器の更新を行いました。
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人事行政運営状況の公表
地方公務員法の規定により、職員の任用、給与などの人事運営状況についてお知らせします。
詳しくは、当組合のホームページ（https://www.kurogyou.jp）をご覧ください。

①職員の任免に関する状況
　（令和５年４月１日から令和６年３月31日）

区分 行政職 消防職 労務職 医療職 合計
採用 ０人 ５人 ０人 ０人 ５人
退職 ０人 ７人 ２人 ０人 ９人

＊退職の内訳
　　普通退職６人
　　そ　の　他３人

③部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
区　　　　　分 職　　員　　数

対前年増減数
部　　　　　門 令和４年度 令和５年度

普 通 会 計 部 門

一般行政
部 門

総　　務 12人 12人 ０人
民　　生 1人 1人 ０人
衛　　生 15人 14人 ▲ １人

消 　 防 　 部 　 門 149人 151人 ２人
小 　　　　　 計 177人 178人 １人

公営企業等会計部門 病 　 院 　 部 　 門 1人 1人 ０人
合　　　　計 178人 179人 １人

（注）１　職員数は特別職を除いた職員数です。

②職員の定数の状況
　（令和５年４月１日現在）

区　分 条例定数 職員数
理事会の事務部局 35人 28人
消防の事務部局 167人 151人

計 202人 179人

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

①人件費の状況（令和５年度普通会計決算）

区　分 歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
令和４年度の人件費率

令和５年度 2,527,048千円 49,603千円 1,217,006千円 48.2％ 45.4％

②職員給与費の状況（令和６年度普通会計当初予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費 計
Ｂ

１人当たり
給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末勤勉手当

令和６年度 177人 584,223千円 143,987千円 233,645千円 961,855千円 5,434千円
（注）１　職員手当には退職手当、児童手当は含まれていません。
　　　２　職員数は令和６年４月１日現在の人数です。

２ 職員の給与の状況
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③職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（令和５年４月１日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一 般 行 政 職 39.4歳 280,530円 317,363円
消 防 職 35.5歳 265,306円 354,770円
技 能 労 務 職 51.3歳 266,125円 296,707円

（注）１�　「平均給料月額」とは、令和５年４月１日現在における各職種の職員の基本給の平均です。
　　　２�　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当な

どのすべての諸手当額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているも
のです。

⑥職員手当の状況（令和５年４月１日現在）
区　　分 内容及び支給単価

扶養手当
（国と同じ）

１ 配偶者　　　　　　　　　　　　　　 6,500円
２ 子　　　　　　　　　１人につき　　10,000円
３ 父母等　　　　　　　１人につき　　 6,500円
※ 扶養親族である子のうち、満15歳に達する日以後最初の４月１日から満22歳

に達する日以後の最初の３月31日までの間にある子１人につき5,000円加算

住居手当
（国と同じ）

借家、借間に住居している職員
ア 月額27,000円以下の家賃を支払っている職員
　　 家賃−16,000円
イ 月額27,000円を超える家賃を支払っている職員
　　 （家賃−27,000円）×1/2+11,000円　（限度額　28,000円）

通勤手当
（国と同じ）

１ 交通機関等の利用者
　  １箇月に要する運賃等（最も経済的かつ合理的なもの）で55,000円を限度として

支給
２ 自動車等の利用者（片道２km以上）
　 使用距離（片道）により、2,000円～31,600円

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和５年４月１日現在）

区　　　分 経験年数
７年以上10年未満

経験年数
10年以上15年未満

経験年数
15年以上20年未満

一 般 行 政 職
大学卒 該当者なし 249,640円 該当者なし
高校卒 205,500円 該当者なし 該当者なし

消 防 職
大学卒 239,400円 258,388円 293,067円
高校卒 203,824円 230,796円 266,130円

技 能 労 務 職 高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

④職員の初任給の状況（令和５年４月１日現在）
区　　　分 黒川地域行政事務組合 宮城県 国

一 般 行 政 職
（消防職）

大学卒 185,200円 192,500円 185,200円
高校卒 154,600円 159,600円 154,600円

技 能 労 務 職 高校卒 151,900円 157,400円 151,900円

①分限処分の状況　　　　　該当者なし
②懲戒処分の状況　　　　　該当者なし

３ 職員の分限及び懲戒処分の状況
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　「Live119」とは、119番通報者のスマートフォンを利用し、通報者と消防指令センターと
の間で映像の送受信を可能とし、通常の119番通報に映像を加えることで、より正確な情報を
リアルタイムに伝えることができるシステムです。
　通報者が撮影する災害現場の映像を消防指令員がリアルタイムに確認をしたり、消防指令員
から応急手当を実施いただくための映像を送信するなど、迅速な現場活動に役立てています。
　当消防本部では「Live119」を令和６年４月から運用開始しております。

119番通報時に、火災や救急などの現場の状況を映像で送っていただくよう
お願いする場合がありますのでご協力をお願いいたします。

「119番」

映像通報システム「Live119」

火災・救急・救助は１１９番へ
１１９番は　あわてず・はっきりと・正確に

火災 救急 救助 警戒調査 通報訓練 まちがい いたずら 病院照会 その他 合計
件数 57件 4,405件 41件 13件 359件 520件 7件 81件 646件 6,129件
総対比 0.9％ 71.9％ 0.7％ 0.2％ 5.9％ 8.5％ 0.1％ 1.3％ 10.5％ 100.0％

●スマートフォンやスマートウォッチの衝突事故検出機能や誤作動などによる間違い通報が急増
　間違えて通報してしまった場合は、「間違えました。」と伝えてください。無言で切られてしまうと、
確認のため折り返しの電話をかけます。状況によっては消防車や救急車が出動する場合があります。

休日や夜間に救急車を要請するか迷う場合は、下記にご相談ください。

令和５年　119番通報受付状況

※ただし、急に頭が痛い、胸が苦しいといった場合は迷わず119番通報をしてください。

「宮城県おとな救急電話相談」　 ＃７１１９　または　022−706−7119
（平日19時～翌８時・土曜14時～翌８時・日曜祝日８時～翌８時）

「宮城県こども夜間安心コール」�＃８０００　または　022−212−9390
（毎日19時から翌８時まで）

上記以外として当消防本部（☎345−4161）にもお問い合わせください。
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令
和
６
年
７
月
に
大
衡
村
牛

野
ダ
ム
湖
畔
自
然
公
園
に
て
救

命
ボ
ー
ト
取
扱
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

夏
の
時
期
に
多
い
水
難
事
故

に
対
応
す
る
た
め
、
各
隊
員
が

救
命
ボ
ー
ト
等
の
取
り
扱
い
の

確
認
・
技
術
向
上
・
事
故
発
生

時
に
安
全
、
確
実
、
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
船

舶
免
許
を
持
っ
た
職
員
が
中
心

と
な
っ
て
２
日
間
に
わ
た
り
、

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
難
事
故
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
各
隊
員
が
装

備
や
資
器
材
に
応
じ
、
状
況
に

即
し
た
操
作
・
救
助
方
法
を
隊

員
間
で
共
有
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
７
月
に
旧
サ
テ
ラ

イ
ト
大
和
に
て
「
消
防
技
術
向

上
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
在
解
体
中
の
旧
サ
テ
ラ
イ

ト
大
和
建
物
内
で
シ
ャ
ッ
タ
ー

破
壊
や
ド
ア
の
こ
じ
開
け
訓
練
、

水
を
抜
い
た
防
火
水
槽
に
て
酸

欠
事
故
に
対
応
す
る
救
出
訓
練

を
行
い
、
様
々
な
災
害
を
想
定

し
、
各
隊
員
が
技
術
の
習
得
及

び
安
全
管
理
に
対
す
る
意
識
と

現
場
対
応
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
宮
城
県
で
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
応
援
先

で
の
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

県
内
消
防
本
部
相
互
の
連
携
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
は
当
消
防
本

部
か
ら
１
消
火
隊
４
名
が
参
加
し
、

関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

大規模災害により土砂に覆われた家屋からの救助訓練

「水難事故の被害を“最小限に”抑えるために」

「消防技術の向上を目指して」

ボート操船を終え着岸する様子

防火水槽での救出訓練の様子
シャッター破壊の様子

ボートを操船している様子 後輩職員に安全管理等を指導している様子

宮
城
県
9.1
総
合
防
災
訓
練
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　令和６年７月２日に開催された宮城県消防救助技術指
導会において、「引揚救助」と「障害突破」の団体２種
目に出場し、「引揚救助」で上位入賞を果たしました。
　消防救助技術を競い、学ぶことを通じて、強靭な体力
や精神力を養い、高度な知識や技術の研鑽を図ることが
できました。
　引き続き、救助技術向上に励むとともに、皆さんの安
心安全の確保に努めてまいります。

　

令
和
６
年
７
月
に
更
新
配
置
し

た
黒
川
ポ
ン
プ
１
号
車
の
特
徴
は

軽
量
で
錆
に
強
い
と
こ
ろ
で
す
。

ア
ル
ミ
材
の
使
用
に
よ
り
軽
量
化
、

フ
レ
ー
ム
の
鉄
部
分
に
は
、
水
の

付
着
を
感
知
す
る
と
電
気
が
流
れ
、

錆
び
に
く
く
す
る
電
子
防
錆
シ
ス

テ
ム
が
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
「
フ
ォ
ー
ム
プ
ロ
」
と
呼
ば

れ
る
自
動
泡
混
合
シ
ス
テ
ム
を
使

用
す
る
こ
と
で
消
火
能
力
が
向
上

し
、
少
な
い
水
で
効
率
よ
く
消
火

で
き
る
車
両
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「引揚救助訓練」
要救助者を発見し搬送する様子

｢

引
揚
救
助
」　
で
上
位
入
賞
！

ポンプ車運用開始
11月９日～11月15日は
　秋の火災予防運動期間です！
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Reduce（リデュース）
ごみの発生を減らすこと

Reuse（リユース）
繰り返し使うこと

Recycle（リサイクル）
資源を再利用すること

　令和６年10月１日より、し尿の汲み
取り料金が改定されました。
　改定後の料金は右のとおりです。
　詳しくは黒川衛生協業組合へお問い
合わせください。
問い合わせ先：黒川衛生協業組合　☎345−2521

　そもそもなぜごみの減量化が必要なのでしょうか？
　それは、ごみを処理する過程において、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスが発生するため、
ごみを減らすことで地球温暖化の進行を抑制することができるからです。
　知っているようで、意外と知らない「３Ｒ」の違いについて、今一度確認し、できることからはじ
めてみましょう！

例）買い物にはマイバッグを
持参し、レジ袋の使用を
控える。

例）コピー用紙や紙袋は、雑
がみの回収日に出し、資
源として再利用する。

例）フリーマーケットやリサ
イクルショップを利用
し、不要なものは誰かに
譲り、繰り返し使う。

3RのRecycle（リサイクル）のもう一つの例として、プラスチック製容器包装の分別があり
ます。正しく分別することで、資源を再利用することができます。

例）ラーメンなどのカップ類、卵や豆腐などのパック、色つきのトレイ・
　　プラスチック製のふた、ペットボトルのラベル、シャンプーやソース
　　などのボトル類、錠剤などの容器包装、レジ袋など

　　マークがついているプラスチックやビニール素材でできた
容器や包装のことです。

①中身を使い切り、洗う。
②レジ袋などに入れ、集積所にある緑色のネットに入れる。
※汚れているものはリサイクルできないため、チューブ類などの
　汚れが落ちにくいものは「燃えるごみ」に出してください。
出典：公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　https://www.jcpra.or.jp

し尿汲み取り料金改定のお知らせし尿汲み取り料金改定のお知らせ

ごみ減量化のキーワードは「　　」 !3R

プラスチック製容器包装とは…

分別方法

汲み取り量 改定前（税込） 改定後（税込）

基本料金（180ℓまで） １，１００円 １，４３０円

以降18ℓ毎 １１０円 １４３円

11 広域くろかわ 令和６年11月号



公
立
黒
川
病
院

内科医師
村中　美千帆

内科医師
山口　直樹

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
公
立
黒
川
病
院

で
勤
務
し
て
い
る
村
中
美
千
帆
と
申
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
認
知
症
と
画
像
診

断
に
関
わ
る
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
一
般
内
科
の
研
修

を
行
う
た
め
に
こ
ち
ら
に
着
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
究
に
つ
い
て
で
す
が
、
認
知
症
の

診
断
は
、
以
前
は
臨
床
症
状
に
重
き
を

置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
診
断
技
術
や

研
究
の
進
歩
に
よ
り
各
種
検
査
の
比
重

が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
認
知
症
は
早

期
か
ら
介
入
す
る
こ
と
に
よ
り
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
認
知
症
の
み
な
ら
ず
、
高

齢
者
で
は
フ
レ
イ
ル
・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

と
い
う
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
身

体
機
能
が
低
下
し
て
か
ら
の
機
能
向
上

は
難
し
く
、
元
気
な
う
ち
か
ら
の
体
力

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
公
立
黒
川
病
院

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
山
口
と
申
し
ま

す
。
地
元
は
群
馬
県
で
、
昨
年
度
ま
で

は
地
元
で
内
分
泌
内
科
医
と
し
て
診
療

に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
総
合
診

療
を
学
ぶ
た
め
当
院
で
研
修
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東
北
大

学
出
身
の
た
め
仙
台
に
長
ら
く
居
住
し

て
い
た
こ
と
や
宮
城
県
内
で
の
診
療
経

験
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
縁
の
あ
る
こ

の
土
地
で
再
び
診
療
で
き
る
こ
と
を
た

い
へ
ん
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

前
述
の
と
お
り
総
合
診
療
に
関
し
て

は
駆
け
出
し
の
身
で
す
の
で
、
至
ら
な

い
点
も
多
く
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
必
死
に
知
識
・
技
術
を
身
に
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

づ
く
り
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

公
立
黒
川
病
院
で
は
各
種
疾
患
を
抱

え
な
が
ら
認
知
症
を
合
併
し
て
い
る
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
今
ま
で
の
よ

う
に
認
知
症
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
方

の
抱
え
る
医
学
的
な
問
題
を
総
合
的
に

診
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
今
後
の
高
齢

化
社
会
で
、
少
し
で
も
健
康
な
時
間
を

長
く
過
ご
せ
る
よ
う
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

問
題
に
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。�

総
合
診
療
は
患
者
様
の
生
活
背

景
や
地
域
の
医
療
事
情
を
配
慮
す
る
ウ

エ
イ
ト
が
大
き
く
柔
軟
な
対
応
が
求
め

ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
い
わ
ば
「
臓
器
別

診
療
医
」
と
い
う
立
場
で
携
わ
っ
て
き

た
身
か
ら
す
る
と
、
と
て
も
新
鮮
で
あ

る
一
方
で
戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
患
者
様
に
真
剣
に
向
き

合
う
と
い
う
目
的
は
両
者
と
も
同
じ
で

あ
り
、
総
合
診
療
と
臓
器
別
診
療
は
決

し
て
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
車
の

両
輪
の
よ
う
に
お
互
い
相
補
し
合
え
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
患
者
様
、
な
ら

び
に
地
域
全
体
の
医
療
レ
ベ
ル
の
向
上

の
た
め
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
を

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
患

者
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
医
師
紹
介
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～季節の変わり目を健康に乗り切る～
　今年も残すところあと２ヶ月ほどとなりました。
　秋は比較的過ごしやすい気候ではありますが、季節の変わり目で体調を崩しやすい時期でもあ
ります。朝・夕の気温差の影響で自律神経が乱れやすく、心や体に不調が起こりやすくなります。
全身の倦怠感、多汗、頭痛、肩こり、手足の痺れ、動悸、不整脈、めまい、不眠、吐き気などの
症状が現れ、症状は人によって大きく違うのが特徴です。
　この季節を上手に乗り切るための対策として、生活習慣を整えたり、軽い運動を行うことが大
切と言われています。
　そこで今回は、おうちでできる簡単なストレッチをご紹介します。

　里いもは山で採れる山いもに対し、里で
採れるから里いもと呼ばれています。日本
には、中国を経て縄文時代に渡来したと言
われています。
　主成分はデンプンですが、タンパク質、
ビタミンＢ群、Ｃなどを含み、カリウムは
いも類の中では一番多く、高血圧予防に効
果的です。食物繊維も豊富で水分が多いの
で、便秘や脂質代謝の改善も期待できます。
ぬめり成分の一つであるムチンには粘膜の
保護作用があり、胃潰瘍の予防に役立ちま
す。

作り方
①　�里いもは皮をむき一口大に、大根と人参はいちょう切り
に、白菜は一口大へ、ごぼうはささがきにし、こんにゃ
くとしめじは食べやすい大きさにちぎり、長ネギは斜め
切りにします。

②　�鍋に水を入れ、里いも、大根、人参、ごぼう、こんにゃ
く、しめじを入れ強火で煮ます。

③　�沸騰したら豚肉と白菜を入れ、あくが出てきたらすくい
ます。

④　�里いもに火が通ったら弱火にし、だし、みそ、大きめに
切った豆腐とねぎを入れ、みそが溶けたら出来上がり。

材料（４人分）
里いも8個　ごぼう1本
豚肉300g　�大根1/2本
板こんにゃく1/2枚
人参1本　しめじ1パック
白菜1/4個　長ネギ1本
豆腐1丁　仙台みそ40g
水800㏄　顆粒だし少々

両腕を伸ばして上にあげる 体を左右にひねる

タオルなどを使用して各10回程度、無理のない範囲で行いましょう。

体を前にたおす

「いも煮」
季
節
の
料
理
レ
シ
ピ

公
立
黒
川
病
院
栄
養
室
室
長
　

小
岩
　
陽
子
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黒川地域行政事務組合ホームページをリニューアルしました。

　

令
和
６
年
10
月
６
日
、
大
衡
村
立
大
衡
中
学
校
で
行
わ
れ
た
第
46
回
黒

川
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
研
修
会
に
て
、
無
火
災
地
区
と
し
て
黒
川
地
域

の
６
地
区
を
表
彰
し
ま
し
た
。
清
野
消
防
長
は
「
地
区
民
が
一
致
協
力
し

て
防
火
思
想
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
火
気
の
適
切
な
取
り
扱
い
に

よ
り
無
火
災
を
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
他
の
模
範
で
あ
る
」
と
敬
意
を
表
し
、

各
地
区
に
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

〈
20
年
無
火
災
地
区
〉

　

大
和
町
鶴
巣
大
平
上
地
区

　

大
郷
町
吉
ケ
沢
地
区

〈
10
年
無
火
災
地
区
〉

　

大
和
町
吉
田
八
志
田
地
区

　

富
谷
市
日
吉
台
三
丁
目
町
内
会

　

大
郷
町
石
原
地
区

　

大
郷
町
下
町
地
区

　住民の皆さまをはじめ、誰もが利用しやすいホームページとなるよう令和６年10月１日よ
り当組合ホームページをリニューアルしております。今後とも皆さまが必要とする情報発信
に努めてまいりますので、ご利用ください。

年４回発行で10月１日の発行予定でしたが、10月８日議会定例会の結果を掲載するため、11月１日の発行となりました。

黒
川
地
域
無
火
災
地
区
表
彰

大郷町吉ケ沢地区
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